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■専門分野：表面コーティング・表面改質・高温酸化・高温腐食  

溶融塩を媒体とした電析法による機能性表面の創製 

機能性表面として 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．水溶液中から電析不

金属でも電析が可能

 

２．電析金属と基材の相

により合金膜の生成

合金化が可能 

溶融塩を媒体とした電析

溶融塩電析による合金膜

 

 

技術相談・共同研究等

１ 溶融塩を媒体とし

２ 高温環境で使用さ

３ 高温腐食メカニズ

４ 溶融塩による希少

主な研究成果 

１ 溶融塩を用いた A

２ 溶融塩電析による
耐高温酸化性コーティング（Al 電析） 

各種活性元素による耐サイクル酸化性表面への改質（Hf,Zr,Y,La 電析）

高温腐食環境で使用できる材料への表面改質（Si 電析） 

水溶液腐食環境での耐食コーティング（Ta 電析）
の生成機構 
可能な

 

互拡散

、表面

法のメリット 

に応じられる

た電析法の開

れる部材の耐

ムの解明 

金属の電析（

l の電析による

Hf および Zr
これまで Al,Y,Zr,Hf,La,Si,Ta,Nb などの電析に成功 

分野 

発研究 

酸化性コーティングの開発 

リサイクル） 

耐熱材料の耐酸化性の改善 

を含む Ni アルミナイドの創製 

│seeds 


